
(  )

研

究

所

彙

報

一

二
〇
一
○
年
度
研
究
所
・
所
員
æ
μ
Ä

教

授

浅

野

富
美
枝
（
家
族
社
会
学
・
´
6
ï
¼
ú
論
）

准
教
授

市
野
澤

潤

平
（
観
光
学
・
文
化
人
類
学
）

教

授

今

林

直

樹
（
社
会
学
・
政
治
学
）

教

授

井

上

研
一
郎
（
近
世
美
術
史
）

教

授

犬

飼

公

之
（
古
代
文
学
）

准
教
授

岩

川

亮
（
Ñ
å
ï
μ
語
学
・
文
学
）

教

授

菊

池

勇

夫
（
日
本
近
世
史
）

教

授

九

里

順

子
（
日
本
近
代
文
学
）

教

授

松

浦

光

和
（
心
理
学
）

教

授

森

雅

彦
（
西
洋
美
術
史
）

教

授


(

(
Þ
æ
μ
（
日
本
文
化
論
）

教

授

大

平

聡
（
日
本
古
代
史
）

教

授

新

免

貢
（
宗
教
学
）



(  )

准
教
授

杉

井

信
（
社
会
人
類
学
）

教

授

高

田

紀
代
志
（
科
学
史
・
科
学
論
）

教

授

田

中

一

裕
（
生
態
学
）

准
教
授

土

屋

純
（
地
理
学
）

准
教
授

豊

澤

弘

伸
（
国
語
教
育
）

教

授

八

木

祐

子
（
文
化
人
類
学
）

准
教
授

割

田

聖

史
（
西
洋
史
）

准
教
授

吉

村

典

子
（
西
洋
建
築
Ã
²
Ÿ
ï
史
）

客

員

研
究
員

阿

部

隆
（
日
本
女
子
大
学
教
授
・
人
文
地
理
学
）

客

員

研
究
員

一

条

孝

子
（
元
宮
城
学
院
女
子
大
学
職
員
）

客

員

研
究
員

今

高

義

也
（
宮
城
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
・
日
本
思
想
史
）

客

員

研
究
員

大

石

泰

夫
（
盛
岡
大
学
教
授
・
日
本
古
代
文
学
）

客

員

研
究
員

大

迫

章

史
（
仙
台
白
百
合
女
子
大
学
人
間
学
部
人
間
発
達
学
科
助
手
・
近
代
日
本
高
等
教
育
史
・

近
代
日
本
教
育
制
度
史
・
教
育
行
政
学
）

客

員

研
究
員

後

藤

純

子
（
元
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
助
教
授
・
Ÿ
ï
Å
学
・
宗
教
学
）

客

員

研
究
員

佐
々
木

民

夫
（
岩
手
県
立
大
学
教
授
）

客

員

研
究
員

妹

尾

哲

志
（
同
志
社
大
学
政
策
学
部
講
師
）



(  )

客

員

研
究
員

富

永

智
津
子
（
元
宮
城
学
院
女
子
大
学
教
授
・
東
›
Ñ
æ
¦
・
Ÿ
ï
Å
洋
地
域
近
現
代
史
）

客

員

研
究
員

中

村

忠

生
（
兵
庫
県
立
西
宮
香
風
高
等
学
校
教
諭
）

客

員

研
究
員

丸

山

仁
（
宮
城
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
・
日
本
中
世
史
）

客

員

研
究
員

山

形

孝

夫
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
宗
教
人
類
学
）

客

員

研
究
員

吉

田

理
（
宮
城
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
・
›
´
›
文
化
論
―
古
代
中
国
史
）

二

共
同
研
究
j
c
C
e

本
年
度
m
共
同
研
究
m
Â
ú
Ú
n
次
m
通
Œ
f
A
‘
&

「
南
島
j
I
P
‘
民
族
g
宗
教
」

「
多
民
族
社
会
j
I
P
‘
宗
教
g
文
化
」

「
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
m
受
容
g
変
容
」

「
家
族
文
化
m
総
合
的
研
究
」

共
同
研
究
m
成
果
g
V
e
%
次
m
冊
子
K
刊
行
T
’
^
&

『
沖
縄
研
究
Ê
ú
Ä
』


二
〇
周
年
記
念
出
版
『
沖
縄
研
究
―
仙
台
J
‹
発
信
X
‘
沖
縄
学
―
』

『
多
民
族
社
会
j
I
P
‘
宗
教
g
文
化
』
№




(  )

三

二
〇
一
〇
年
度
研
究
所
活
動
報
告

公
開
³
ï
Ù
´
¡
Ü

二
〇
一
〇
年
五
月
八
日
（
土
）
午
後
一
時
Š
Œ
午
後
五
時
（
＝
本
学
本
館
三
階
第
二
議
室
）

「
›
Ñ
æ
¦
関
係
³
ï
Ù
´
¡
Ü
」

「
Æ
Ÿ
´
6
æ
›
女
性
m
命
m
重
T
」

講

師

戸

田

真
紀
子
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

京
都
女
子
大
学
現
代
社
会
学
部
）

「
紛
争
後
m
国
家
再
建
g
『
元
子
h
„
兵
士
』
m
社
会
統
合

³
£
å
è
¥
É
m
事
例
J
‹
」

講

師

杉

木

明

子
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
戸
学
院
大
学
法
学
部
）

¯
Ý
ï
Â
ú
»
ú

富

永

智
津
子
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
）

八

木

祐

子
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
学
国
際
文
化
学
科
）

公
開
研
究
会

二
〇
一
〇
年
六
月
三
〇
日
（
水
）
午
後
四
時
四
〇
分
Š
Œ
午
後
六
時
（
＝
本
学
人
文
館
五
階
大
会
議
室
）

「
〈
獲
‘
〉
海
J
‹
〈
見
‘
〉
海
w

»
Ÿ
領
›
ï
¼
Ú
ï
海
j
I
P
‘
¼
Ÿ
Ï
ï
«
観
光
」

報
告
者

市
野
澤

潤

平
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
学
国
際
文
化
学
科
）

公
開
研
究
会

二
〇
一
〇
年
一
一
月
一
〇
日
午
後
四
時
Š
Œ
午
後
六
時
（
＝
本
学
人
文
館
五
階
大
会
議
室
）

「
出
口
m
女
子
学
生
」



(  )

報
告
者

一

条

孝

子
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
）

公
開
研
究
会

二
〇
一
一
年
三
月
十
六
日
（
水
）
午
後
二
時
Š
Œ
午
後
五
時
（
＝
本
学
講
義
館
三
階

三
〇
八
教
室
）

犬
飼
所
長
最
終
講
演

「
古
代
日
本
g
朝
鮮
%
\
V
e
琉
球
―
葬
制
（
火
葬
%
散
骨
）
m
展
開
」

報
告
者

犬

飼

公

之
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

本

学

日

本

文

学

科
）

〈
南
島
j
I
P
‘
民
族
g
宗
教
〉

公
開
研
究
会

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
日
（
土
）
午
後
一
時
Š
Œ
午
後
五
時
（
＝
本
学
本
館
三
階
第
二
議
室
）

「
沖
縄
研
究
―
仙
台
J
‹
発
信
X
‘
沖
縄
学
―
」

「
大
清
時
憲
書
j
I
P
‘
「
琉
球
」
」

報
告
者

高

田

紀
代
志
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
学
国
際
文
化
学
科
）

「
沖
縄
m
近
代
n
h
m
Š
E
j
描
J
’
e
L
^
m
_
“
E
J
―
琉
球
処
分
史
研
究
˜
中
心
j
」

報
告
者

割

田

聖

史
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
学
人
間
文
化
学
科
）

「
戦
後
沖
縄
m
政
治
g
政
党
」

報
告
者

今

林

直

樹
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
学
国
際
文
化
学
科
）



(  )

「
沖
縄
j
戻
’
i
J
.
^
Ñ
4
æ
Ð
ï
人
^
`

―
一
九
五
〇
年
代
m
米
軍
統
治
下
沖
縄
j
I
P
‘
沖
比
国
際
結
婚
家
族
m
歩
~
」

報
告
者

杉

井

信
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
学
国
際
文
化
学
科
）

「
沖
縄
m
ª
Þ
^
`
m
冬
越
V
」

報
告
者

田

中

一

裕
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

本

学

一

般

教

育

科
）

公
開
³
ï
Ù
´
¡
Ü

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
六
日
（
土
）
午
後
一
時
Š
Œ
午
後
五
時
二
○
分
（
＝
本
学
本
館
三
階
第
二
会
議
室
）

二
〇
周
年
記
念
³
ï
Ù
´
¡
Ü
「
見
‘
%
聞
N
%
語
‘
―
沖
縄
m
過
去
・
現
在
・
未
来
―
」

第
一
部

沖
縄
˜
語
‘

「
宮
古
島
―
思
C
出
˜
語
‘
―
」

報
告
者

杉

浦

喜
代
子
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
学
日
本
文
学
科
四
年
）

第
二
部

公
開
講
演

「
琉
球
m
赤
C
王
宮
g
白
C
王
陵
」

講

師

安

里

進
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

沖
縄
県
立
芸
術
大
学
教
授
）

「
『
I
„
“
T
E
V
』
英
雄
列
伝
序
説
」

講

師

福

寛

美
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
国
内
研
究
員
）

「
琉
球
処
分
g
韓
国
併
合
」



(  )

講

師

波

平

恒

男
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

琉
球
大
学
法
文
学
部
教
授
）

〈
多
民
族
社
会
j
I
P
‘
宗
教
g
文
化
〉

公
開
研
究
会

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
（
土
）
午
後
二
時
Š
Œ
午
後
六
時
（
＝
本
学
講
義
館
五
階
国
際
文
化
学
科
図
書
室
）

「
結
婚
前
後
m
女
性
m
学
歴
形
成
―
現
代
Ì
ï
«
å
Ã
³
:
農
村
m
社
会
変
容
˜
背
景
j
―
」

報
告
者

南

出

和

余
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

桃
山
学
院
大
学
国
際
教
養
学
部
）

「
Ÿ
ï
Å
都
市
社
会
j
I
P
‘
μ
Ä
æ
ú
Ä
½
ç
Å
è
ï
m
「
自
己
決
定
」
j
関
X
‘
考
察
」

報
告
者

針

塚

瑞

樹
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

筑
紫
女
学
園
大
学
非
常
勤
講
師
）

四

所
員
消
息
（
二
〇
〇
九
年
四
月
―
二
〇
一
○
年
三
月
）

浅

野

富
美
枝

教
授

著
書

服
藤
早
苗
・
浅
野
富
美
枝
他
『
歴
史
m
i
J
m
家
族
g
結
婚
』（
森
話
社
%
二
〇
一
一
年
三
月
）

\
m
他
「
二
〇
〇
九
年
労
働
年
表

社
会
文
化
欄
」
法
政
大
学
%
大
原
社
会
問
題
研
究
所
編
『
日
本
労
働
年
鑑
二
〇
一
〇
年
版
』

（
旬
報
社
%
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）
所
収

講
演
「
働
L
K
C
m
A
‘
仕
事
g
ë
ú
ª
・
å
Ÿ
Ñ
・
Ì
å
ï
μ
」
宮
城
県
自
治
労
女
性
部
（
二
〇
一
〇
年
二
月
五
日
）

講
演
「
婦
人
会
館
m
R
’
}
f
g
R
’
J
‹
」
宮
城
県
婦
人
会
館
移
転
記
念
³
ï
Ù
´
¡
Ü
（
二
〇
一
〇
年
三
月
一
三
日
）



(  )

講
演
「
i
[
進
}
i
C
%
男
女
共
同
参
画
m
A
ˆ
~
」
仙
台
市
男
女
共
同
参
画
Ñ
7
ú
å
Ü
（
二
〇
一
〇
年
一
一
月
一
四
日
）

他
市
野
澤

潤

平

准
教
授

論
文
「
〈
獲
‘
〉
海
J
‹
〈
見
‘
〉
海
w

ë
Ÿ
ç
Å
å
Ÿ
Ñ
・
À
ú
æ
¶
Ü
j
Š
‘
æ
ú
Ñ
m
観
光
資
源
化
」
（
『
年
報
»
Ÿ
研
究
』

第
一
〇
号
%
日
本
»
Ÿ
学
会
%
二
〇
一
〇
年
七
月
）

論
文
「
Ó
ú
¬
8
Ä
復
興
委
員
会
m
熱
C
夏

Ÿ
ï
Å
洋
津
波
後
m
Ó
ú
¬
8
Ä
在
住
日
本
人
m
経
験
j
I
P
‘
æ
μ
ª
g
孤
独
」

（
『
地
域
研
究
』
第
一
一
―
二
号
%
二
〇
一
一
年
三
月
予
定
）

学
会
報
告
「
人
類
学
的
æ
μ
ª
研
究
m
可
能
性

分
科
会
Ÿ
ï
Ä
é
¼
ª
³
;
ï
」
立
教
大
学
%
日
本
文
化
人
類
学
会
第
四
四
回
研

究
大
会
（
二
〇
一
〇
年
六
月
一
二
日
）

学
会
報
告
「
「
観
光
産
業
g
風
評
災
害

μ
Ú
Ä
å
沖
地
震
・
津
波
後
m
Ó
ú
¬
8
Ä
在
住
日
本
人
社
会
j
I
P
‘
不
確
実
性
g
æ

μ
ª
」
東
洋
大
学
%
東
南
›
´
›
学
会
第
八
四
回
研
究
大
会
（
二
〇
一
〇
年
一
二
月
五
日
）

海
外
実
地
調
査
「
»
Ÿ
j
I
P
‘
複
®
ú
Ü
状
況
j
関
X
‘
人
類
学
的
調
査
」
（
»
Ÿ
%
Ì
ï
¯
ª
・
Í
»
à
・
南
部
海
域
%
二
〇

一
〇
年
八
月
一
七
日
～
九
月
二
一
日
）

海
外
実
地
調
査
「
»
Ÿ
m
¼
Ÿ
Ï
ï
«
観
光
j
I
P
‘
環
境
j
配
慮
V
^
事
業
運
営
m
阻
害
要
因
j
係
•
‘
現
地
調
査
」
（
»
Ÿ
%

Ó
ú
¬
8
Ä
%
二
〇
一
〇
年
一
二
月
二
二
日
～
二
〇
一
一
年
一
月
六
日
）

今

林

直

樹

教
授

論
文
「
沖
縄
m
記
憶
˜
語
Œ
継
O
―
石
川
´
6
8
Ä
機
墜
落
事
故
―
」（
『
沖
縄
研
究
Ê
ú
Ä
』
二
〇
号
%
二
〇
一
一
年
三
月
）



(  )

講
演‘

O
kinaw

a
et

la
relation

internationale
en

A
sie ’

%
二
〇
一
〇
年
三
月
二
四
日
%
於

Í
æ
第
一
大
学
Í
ï
Â
¥
ï

¹

ç
Ø
ï
È

講
演
「
沖
縄
g
日
本
m
歴
史
的
関
係
」
%
二
〇
一
〇
年
一
一
月
二
〇
日
%
於

Ñ
å
ï
μ
・
国
立
東
洋
言
語
文
化
学
院
%
一
一
月
二

五
日
%
Í
æ
第
七
大
学
Ã
4
Å
5
é
&

井

上

研
一
郎

教
授

調
査
報
告
「
各
´
9
ï
ç
m
動
向
―
日
本
画
」
（
『
宮
城
県
芸
術
年
鑑
』
第

巻
・
平
成

年
度
）
二
〇
一
〇
年
四
月

宮
城
県
環
境

生
活
部
消
費
生
活
・
文
化
課
）

調
査

北
海
道
根
室
市
Ê
8
¦
Ú
8
Ó
%
根
室
市
歴
史
g
自
然
m
歴
史
館
%
厚
岸
町
国
泰
寺
z
J

二
〇
一
〇
年
九
月
%
蠣
崎
波
響

筆
《
夷
酋
列
像
》
制
作
m
背
景
j
J
™
X
‘
実
地
調
査
&

調
査

広
島
県
福
山
市
・
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
z
J

二
〇
一
〇
年
一
一
月
%
蠣
崎
波
響
筆
《
巨
椋
湖
月
下
舟
遊
図
》
等
j
J
™

X
‘
作
品
調
査
&

調
査

広
島
県
呉
市
下
蒲
刈
・
蘭
島
文
化
振
興
財
団
z
J

二
〇
一
〇
年
一
一
月
%
伝
統
建
築
物
m
保
存
活
用
g
美
術
館
活
動
j
J

™
X
‘
現
地
調
査
&

犬

飼

公

之

教
授

論
文
「
「
虚
」
g
「
実
」
m
風
景
（
万
葉
m
歌
）」
（
『
日
本
文
学
Ê
ú
Ä
』
第
四
十
五
号
%
二
〇
一
〇
年
七
月
二
〇
日
）

論
文
「
太
陽
（
Â
¼
）
m
宇
宙
―
¥
Þ
é
m
多
国
籍
性
g
独
自
性
」
（
『
沖
縄
研
究

仙
台
J
‹
発
信
X
‘
沖
縄
学
』
%
宮
城
学
院
女

子
大
学
附
属
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究
所
%
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
八
日
）



(  )

他
菊

池

勇

夫

教
授

単
著
『
十
八
世
紀
末
m
›
Ÿ
È
蜂
起
―
ª
Æ
³
æ
・
Ý
Æ
³
m
戦
C
―
』
±
8
Ù
é
堂
書
店
%
二
〇
一
〇
年
八
月
&

共
編
著
『
覚
醒
X
‘
地
域
意
識
（
〈
江
戸
〉
m
人
g
身
分

）
』
吉
川
弘
文
館
%
二
〇
一
〇
年
一
〇
月

※
菊
池
・
若
尾
政
希
編
%
執

筆
箇
所
「
競
C
合
E
歌
枕
（
名
所
）
」
・
「
£
Ð
é
ú
«
」

共
著
『
政
治
社
会
思
想
史
（
新
体
系
日
本
史

）
』
山
川
出
版
社
%
二
〇
一
〇
年
一
〇
月

※
宮
地
正
人
他

名
編
%
執
筆
箇
所

「
近
世
後
期
m
社
会
思
想
」

単
著
『
菅
江
真
澄
K
見
^
›
Ÿ
È
文
化
』
（
神
奈
川
大
学
評
論
Ò
8
ª
è
8
Ä

）
%
御
茶
m
水
書
房
%
二
〇
一
〇
年
一
一
月

論
文
「
北
方
交
流
史
g
『
遠
野
物
語
』
」
%
石
井
正
己
・
遠
野
物
語
研
究
所
編
『
遠
野
物
語
g

世
紀

東
北
日
本
m
古
層
w
』
所
収
%

三
弥
井
書
店
%
二
〇
一
〇
年
四
月

論
文
「
奥
州
人
m
琉
球
漂
着
g
送
還
」
宮
城
学
院
女
子
大
学
付
属
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究
所
編
『
沖
縄
研
究
―
仙
台
J
‹
発
信
X
‘

沖
縄
学
』
大
風
印
刷
%
二
〇
一
〇
年
一
一
月

論
文
「
近
世
日
本
J
‹
見
^
千
島
列
島
史
」
菊
池
俊
彦
編
『
北
東
›
´
›
m
歴
史
g
文
化
』
北
海
道
大
学
出
版
会
%
二
〇
一
一
年
一

月

論
文
「
「
C
j
V
w
」
探
究
m
真
澄
m
旅
・
学
」
「
菅
江
真
澄
m
「
q
K
I
„
q
」
―
~
`
m
N
山
˜
ƒ
O
.
e
」
『
真
澄
学
』

%

東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
文
化
研
究
·
ï
»
ú
%
二
〇
一
一
年
二
月

論
文
「
五
月
鳥
g
早
乙
女
花
―
×
Ä
Ä
©
μ
g
卯
m
花
―
」
『
真
澄
学
』

（
連
載
菅
江
真
澄
J
‹
近
世
史
˜
T
O
‘

）
東
北
芸



( ? )

術
工
科
大
学
東
北
文
化
研
究
·
ï
»
ú
%
二
〇
一
一
年
二
月

論
文
「
松
浦
武
四
郎
g
義
経
蝦
夷
渡
Œ
伝
説
」
『
研
究
年
報
』

%
宮
城
学
院
女
子
大
学
付
属
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究
所
%
二
〇
一

一
年
三
月

概
説
「
江
戸
時
代
m
飢
饉
」
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
編
『
地
球
環
境
学
事
典
』
弘
文
堂
%
二
〇
一
〇
年
一
〇
月

概
説
「
列
島
社
会
j
I
P
‘
〈
中
心
g
周
縁
〉
」
大
橋
幸
泰
・
深
谷
克
己
編
『
身
分
論
˜
q
“
Q
‘
（
〈
江
戸
〉
m
人
g
身
分

）
』

吉
川
弘
文
館
%
二
〇
一
一
年
一
月

講
演
「
飢
饉
j
直
面
V
^
時
」
南
部
町
教
育
委
員
会
%
二
〇
一
一
年
三
月
一
二
日

科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（

）
報
告
書
『
北
日
本
地
域
j
I
P
‘
田
村
麻
呂
・
義
経
伝
説
m
近
世
的
展
開
』
（
二
〇
〇
八
～

二
〇
一
〇
年
度
）
%
二
〇
一
一
年
三
月

九

里

順

子

教
授

論
文
「
引
L
寄
Z
‘
口
語
―
―
犀
星
『
鶴
』
前
夜
m
詩
集
群
―
―
」
（
『
日
本
現
代
詩
歌
研
究
』
九
号

二
〇
一
〇
年
三
月
）

論
文
「
〈
山
〉
m
肉
体
／
媒
体
m
硝
子
―
―
室
生
犀
星
『
鉄
集
』
―
―
」
（
『
日
本
文
学
Ê
ú
Ä
』
四
五
号
%
二
〇
一
〇
年
七
月
）

論
文
「
肉
体
的
還
元
g
C
E
起
点
―
―
戦
時
下
m
犀
星
詩
―
―
」
（
『
研
究
年
報
』
四
四
号
%
二
〇
一
一
年
三
月
）

解
説
「
近
代
詩
漫
歩
」
第
一
回
～
一
〇
回
（
『
里
』
八
七
号
～
九
六
号

二
〇
一
〇
年
六
月
～
二
〇
一
一
年
三
月
）

大

平

聡

教
授

論
文
「
紀
元
二
千
六
百
年
g
二
校
m
奉
安
殿
」
（
『
宮
城
学
院
女
子
大
学
附
属
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
第
四
三
号
%
二

〇
一
〇
年
三
月
一
五
日
）



( @ )

論
文
「
古
代
政
治
思
想
」（
宮
地
正
人
他
編
『
新
体
系
日
本
史


政
治
社
会
思
想
史
』
%
山
川
出
版
社
%
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
日
）

論
文
「
«
μ
ª
研
究
覚
書
―
安
里
進
氏
m
「
«
μ
ª
時
代
」
論
˜
中
心
j
」
（
『
沖
縄
研
究
―
仙
台
J
‹
発
信
X
‘
沖
縄
学
』
%
宮
城

学
院
女
子
大
学
付
属
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究
所
%
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
八
日
）

論
文
「
自
校
史
˜
素
材
g
V
^
現
代
史
（
戦
争
時
代
史
）
教
育
m
実
践
」
（
『
宮
城
歴
史
科
学
研
究
』
六
七
%
二
〇
一
〇
年
一
一
月
三

〇
日
）

研
究
Ê
ú
Ä
「
城
柵
研
究
新
段
階
m
予
感
」
『
宮
城
考
古
学
』
一
二

二
〇
一
〇
年
五
月
一
六
日

書
評
「
鎌
田
元
一
著
『
律
令
国
家
史
m
研
究
』
」
『
法
制
史
研
究
』
五
九

二
〇
一
〇
年
三
月
三
〇
日

書
評
「
今
野
日
出
晴
著
『
歴
史
学
g
歴
史
教
育
m
構
図
』
˜
読
‚
」
『
歴
史
』
一
一
四

二
〇
一
〇
年
四
月
二
五
日

評
論
「
二
・
一
一
信
協
・
思
想
・
報
道
m
自
由
˜
守
‘
宮
城
県
民
集
会
参
加
記
」
『
宮
城
歴
史
科
学
研
究
』
六
六

二
〇
一
〇
年
四

月
三
〇
日

講
演
会
等
「
学
校
資
料
J
‹
見
‘
戦
時
下
m
白
石
」

二
〇
一
〇
年
八
月
二
四
日

白
石
市
市
民
大
学

白
石
市
中
央
公
民
館

社
会
的
活
動

岩
手
県
金
>
崎
町
鳥
海
柵
発
掘
調
査
指
導
委
員
会
副
委
員
長

二
〇
一
〇
年
七
月
～
二
〇
一
一
年
六
月

社
会
的
活
動

多
賀
城
市
文
化
財
保
護
委
員

二
〇
一
〇
年
一
二
月
～
二
〇
一
一
年
二
月

社
会
的
活
動

東
北
歴
史
博
物
館
協
議
会
委
員

二
〇
一
〇
年
九
月
一
日
～
二
〇
一
一
年
八
月
三
一
日

新

免

貢

教
授

論
文
「
¹
´
9
ú
Æ
ú
・
Ä
5
ç
ú
μ
g
Ñ
è
Ã
æ
8
ª
・
¼
«
å
μ
m
¨
æ
μ
Ä
教
批
判
」
（
本
学
『
研
究
論
文
集
一
一
〇
号
』

二
〇
一
〇
年
六
月
%
一

二
五
頁
）



( A )

論
文
「
ð
3
è
ï
Â
4
Ê
μ
派
教
師
Ó
Ä
è
Ú
Ÿ
¥
μ
m
Ñ
é
ú
å
宛
書
簡
m
再
評
価
」
（
本
学
『
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究
所
研
究

年
報
四
三
号
』
二
〇
一
一
年
三
月
一
日
）

著
書
（
共
著
）
新
免
貢
・
荒
井
献
・
桑
原
重
夫
『
「
¨
æ
μ
Ä
者
」
K
良
L
名
前
g
i
‘
為
j
～
使
徒
行
伝
j
歴
史
m
中
m
教
会
˜

問
E
～
』
（
関
西
神
学
塾
発
行
%
二
〇
一
〇
年
八
月
一
〇
日
）

分
担
執
筆
「
\
V
e
下
J
‹
順
番
K
変
•
‘
―
―
日
雇
C
労
働
者
m
^
g
G
˜
æ
›
ç
j
読
‚
―
―
」
『
¨
æ
μ
Ä
教
講
座
二
〇
一

〇
―
―
¨
æ
μ
Ä
教
g
現
代
―
―
』
（
宮
城
学
院
¨
æ
μ
Ä
教
·
ï
»
ú
%
二
〇
一
一
年
三
月
三
一
日
）

£
8
·
Ÿ
「
歴
史
j
学
r
%
歴
史
j
生
L
‘
人
g
i
‘
^
ƒ
j
」
（
『SE

Q
U

IM
IN

I
M

E

（
·
ª
Ÿ
Û
Ç
・
Ý
）
№

』
二
〇
一
〇

年
冬
季
号
%
四

七
頁
%
桃
山
学
院
大
学
¨
æ
μ
Ä
教
·
ï
»
ú
）

研
究
会
発
表
「
×
Ý
é
μ
研
究
j
触
発
T
’
e
―
―
問
C
直
V
˜
迫
‹
’
‘
聖
書
本
文
m
分
析
方
法
―
―
」
（
財
団
法
人
国
際
高
等

研
究
所
研
究
Ó
é
´
6
ª
Ä
「
近
代
精
神
g
古
典
解
釈
―
―
伝
統
m
崩
壊
g
再
創
造
―
―
」
%
京
都
府
木
津
川
市
%
二
〇
一
〇

年
年
一
一
月
二
六
日
）

講
演
「
招
J
’
U
‘
者
K
招
J
’
‘
者
j
―
―
晩
餐
m
^
g
G
（
『
ç
¦
j
Š
‘
福
音
書
』
一
四
章
一
六

二
四
節
%『
Ú
»
Ÿ
j
Š

‘
福
音
書
』
二
二
章
二

一
四
節
%『
Ä
Ú
μ
j
Š
‘
福
音
書
』
語
録
六
四
）
˜
通
V
e
人
間
関
係
回
復
m
Ó
é
·
μ
˜
考
G
‘

―
―
」（
二
〇
一
〇
年
度
全
国
学
生




夏
期
¸
Û
Æ
ú
ç
%
東
山
荘
%
静
岡
県
御
殿
場
市
%
二
〇
一
〇
年
九
月
一
〇
日
）

講
演
「
同
性
愛
有
害
論
J
‹
m
脱
却
j
向
P
e
―
―
具
体
的
事
例
g
古
代
¨
æ
μ
Ä
教
文
書
˜
通
V
e
―
―
（
第
二
五
回
日
本
基
督

教
団
奥
羽
教
区
社
会
問
題
·
Û
Æ
ú
%
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
一
日
～
一
二
日
）

講
演
「
A
i
^
„
痛
C
J
‹
私
„
痛
C
」
（
広
島
女
学
院
大
学
秋
季
宗
教
強
調
週
間
%
砂
本
記
念
講
堂
%
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
九



( B )

日
）

講
演
「
良
L
市
民
g
i
‘
^
ƒ
j
」
（
同
%
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
〇
日
）

海
外
実
地
調
査

韓
国
¨
æ
μ
Ä
教
m
諸
動
向
実
地
調
査
（
大
韓
聖
公
会
¹
¡
ç
主
教
座
聖
堂
%
江
華
島
i
h
%
二
〇
一
〇
年
七
月

一
五
日
～
一
九
日
）

海
外
実
地
調
査

「
Ñ
é
ú
å
宛
書
簡
」
他
古
代
¨
æ
μ
Ä
教
文
書
資
料
調
査
I
Š
r
収
集
（
Ÿ
6
ú
ç
大
学
神
学
部
図
書
館
%
›

Ý
æ
¦
合
衆
国
¯
É
Â
4
¦
8
Ä
州
Ç
:
ú
w
Ÿ
ð
ï
%
二
〇
一
〇
年
三
月
二
二
～
二
八
日
）

国
内
文
献
資
料
調
査

古
代
¨
æ
μ
Ä
教
関
連
資
料
収
集
（
立
教
大
学
池
袋
¨
9
ï
Í
μ
図
書
館
%
二
〇
一
〇
年
七
月
三
日
%
一
〇

月
二
九
日
&
東
京
大
学
図
書
館
%
上
智
大
学
神
学
部
図
書
館
%
二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
四

一
五
日
）

国
内
文
献
資
料
調
査
「
生
g
死
」
問
題
j
関
X
‘
資
料
収
集
（
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
%
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
）

国
内
文
献
資
料
調
査

¦
ç
Ä
問
題
情
報
・
資
料
収
集
（
大
明
寺
%
神
奈
川
県
横
須
賀
市
%
二
〇
一
一
年
三
月
五

六
日
）

杉

井

信

准
教
授

論
文
「
沖
縄
j
戻
’
i
J
.
^
Ñ
4
æ
Ð
ï
人
^
`

米
軍
統
治
下
沖
縄
j
I
P
‘
沖
比
国
際
結
婚
家
族
w
m
}
i
U
V
」
犬
飼
公

之
z
J『
沖
縄
研
究

仙
台
J
‹
発
信
X
‘
沖
縄
学
』
宮
城
学
院
女
子
大
学
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究
所
%
一
三
三
～
一
五
六
頁
&

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
八
日
&

研
究
発
表
「
沖
縄
j
戻
’
i
J
.
^
Ñ
4
æ
Ð
ï
人
^
`
」
公
開
研
究
会
（
南
島
m
民
族
g
宗
教
）
%
宮
城
学
院
女
子
大
学
¨
æ
μ

Ä
教
文
化
研
究
所
%
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
日
&



( C )

田

中

一

裕

教
授

編
著
『
昆
虫
m
低
温
耐
性
―
\
m
仕
組
~
g
調
x
方
―
』（
岡
山
大
学
出
版
会
%
二
〇
一
〇
年
七
月
）

共
著
「
沖
縄
m
ª
Þ
^
`
m
冬
越
V
」（
『
沖
縄
研
究

仙
台
J
‹
発
信
X
‘
沖
縄
学
』
宮
城
学
院
女
子
大
学
付
属
¨
æ
μ
Ä
教
文
化

研
究
所
%
二
〇
一
〇
年
十
月
）

論
文
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Š
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